
躙鰊魃魃莉

Gikafあフリ″ Й♭″asカゴ

嘉麻市地域公共交通網形成計画策定 ………

議会改革に関する調査特別委員会

9月補正予算 ……………………………………………

委員会審査結果報告 …………………………………

委員会の動き ……………………………………………

意見書 `講願  ………………………………………………

硼
平成鱚 年盤916)撫 ml爾

人事業件・議案の結果一覧 ………………… 7P

請願・陳情とは …………………………………… 8P

各委員会の役書J … …………………………… OP

いつばん質問 ………………………………… 10P

産廃許可取消しの意見書を県に提出 15P

平成27年度決算6会計を認定 ………16P

2P

3P
4P

5P
◎p

下山田rJl学校運動会

■発行責任者/嘉麻市議会議長 ■編集/嘉麻市議会広報編集特別委員会●0948(62)5664 FAX0948(62)4801 ■印刷/(株)ワールドプリンティング



｀ヽ
、

1嘉

麻

市

地

域

公

共

交

通
会
議
設
置
条
例
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
。

現
在

の
嘉
麻
市
地
域

公

共
交
通
会
議

の
委
員
と
し

て
、

「
市

民

で
組
織

さ

れ

た
団
体

の
代
表
者

又
は
そ

の
団
体
が
推
薦
す

る
者

４

人
以
内
及
び
学
識
経
験
者

１
人
以
内
」
が
追
加
さ
れ

ま
し
た
。

交
通
事
情

に
詳

し

い
方

や

日
頃
か
ら
公
共
交
通
を

利
用

し
て
い
る
方
な
ど
、

様

々
な
意
見
を
取
り
入
れ
、

公
共
交
通
網
計
画
を
策
定

す

る
た
め

の
改
正
で
す
。

こ
の
計
画
策
定

に
よ
り
、

３

つ
の
メ
リ

ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。

①

地
域
に
と

っ
て
望
ま

し

い
公
共
交
通
網

の

マ
ス

タ
ー
プ

ラ
ン
と
し
て
の

法
定
計
画
が

で
き
る

②
計

画
策
定
段
階

で
の
地

域

・
事
業
者

の
意
見
を

聞
き
、
計
画
に
反
映

で

き

る

③

国
等

の
補
助
金
が
活
用

で
き
る

の
３

つ
で
す
。

今
後
、

こ
の
地
域
公
共

交
通
会
議

で
検
討
す

べ
き

事
項
と
し
て
予
定

し
て

い

る

５
つ
の
方
針

（
案
）
が

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

①

利
便
性

の
高

い
交
通
環

境

の
構
築

②
安
全
性
が
高
く
、
利
用

し
や
す

い
交
通
体
系

の

実
現

③
わ
か
り
や
す
く
、
効
率

的
な

公
共
交
通
体
系

の

確
立

④

必
要
な

公
共
交
通
サ
ー

ビ

ス
の
確
保

⑤
必
要
な
交
通
手
段

の
確

保
及
び
利
用
促
進

こ
の
５

つ
の
方
針

（
案
）

に

つ
い
て
今
後
検
討

し
、

計
画
策
定

に
向
け

て
の
取

り
組

み
が
次

に
示
す
よ
う

な

ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
で
進
ん

で
い
き
ま
す
。

嘉

麻

市

地

域

公

共

交

通

網

形

成

計

画
策

定

地

域

に

と

つ

て
胡

=

ま

し

い
/AN

量

父

通

糸岡

の

マ

ス

タ

|

プ

フ

ン

※ ス ケ ジ ュー ル の 点 線 部 分 は 、 実 施 可 能 性 の調 査 を行 い 、 事 業 実 施 の 見 通 しが 立 っ た 後 、

具 体 的 な運 行 計 画 の 協 議 、 例 規 整 備 、 予 算 の確 保 を行 う期 間 とな っ て い ます 。

交通体系の総合的な見直しのスケジュール

検討項 目 28年度 29年度 30年 度 31年 度 32年 度

【構想】

・ 地域公共交通網形成計画

策定
レ

【利用促進戦略】
・ 通学助成制度の導入

■ ■ ■ ■ ■ ■ )
【短期戦略】

・ 既存事業における軽微な

変更 (単 年度見直 し)

L L L L L

「 「 「

ア

「
【中期戦略】    .
0桂川駅便の見直 し

・ 各高校及び福岡市内への

直行便構築

■ ■ ■ ■ El■ レ

【長期戦略】
0循環バス路線の構築及び

交通体系の総合的見直 し
。福祉バス事業の廃止

・ ICカ ー ドシステムの導入

・ 高齢者助成制度の導入

■ ■ ‐ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ レ

地 域
/AN共

交 通 網 形 成 計 画 策定のスケジュール

項 目 10月 11月 12月 1月 2月 3月

庁 内検 討 →

地 域 公 共 交 通 会 議
L

「
パブ リック

コメン ト
‐ >

国 との 協 議 ■  ‐  ‐ ■  ‐  圏 ■  ‐  国 ■  E壼 →

計 画 完 了 予 定 ●

市 議 会 報 告 幸展響5
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議 会 改 革 に 関 す る調 査 特 別 委 員 会 設 置 要 綱

1設 置 目的            ‐

昨 今 の厳 しい 社 会 。経 済 情 勢 に か ん が

み 、 議 会 自 らが 改 革 を推 進 し、 効 率 的 な

議 会 運 営 を 目指 す こ とに よ り、 地 方 分 権

時 代 に ふ さわ し く、 よ り市 民 に 開 か れ た

議 会 とす るた め 、 議 会 の組 織 、 運 営 等 に

関 して 調 査 。研 究 を行 つ て い く もの とす

る。

2名  称

議 会 改 革 に 関す る調 査 特 別 委 員 会

構 成 人 員

議 員 全 員

付 託 事 項

(1)議 員 定数 につ い て

(2)議 員 報 酬 につ い て

(3)政 務 活 動 費 の あ り方 につ い て

(4)政 治 倫 理 につ い て

(5)そ の他 議 会 改 革 に 関連 す る事 項

期  間

本 特 別 委 員 会 は 、議 会 の 閉会 中 も調 査

を行 うこ とが で き る もの と し、 目的 達 成

ま で継 続 して審 査 を行 うもの とす る。

９
月
定
例
会
最
終

日
に
議

会
改
革

に
関
す

る
調
査
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

委
員
長
に
山
倉
敏
明
氏
、

副
委
員
長

に
廣
方
悟
氏
が

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

議

会

改

革

に

関

す

る

　

　

　

●
■

調

査

特

別

委

員

会

一〓

や
ま
く
ら
と
し
あ
き

山
倉
敏
明

委
員
長

廣慾
方だ

悟
:

副

委

員

長

9月 補正予算
一 般 会 計   3億 3,964万 6千 円増額

総額 259億 5,987万 8干円

国民健康保険特別会計 1,639万 1干円増額

一般会計補正の主なもの
(歳 入 )

地方交付税       1
災害復 1日 費国庫補助金

災害復 1日 費県補助金

(歳 出 )

市営住宅維持・修繕実施事業

億 2,379万 4千 円

5,890万 1千 円

2,600万 円

5,034万 2=F円
5,381万 7千 円

130万 円

農林災害復 旧費

土木施設災害復 旧費 1億

補正な し

後期高齢者医療特別会計

総額   6億
住宅新築資金会計

総額

1,524万 1千 円

4,659万 6二F円

水道事業会計

収益的支出 7億 5,160万 5千円

資本的支出 9億 4,351万 7干円

6会計総額      415億 4,047万 3千円

総額  76億 1,049万 9千円

総額  56億 1,313万 7千円

議会だよりかまし(42号 )



定例会中に開催 された委員会の

審査や活動を報告 します。

(各 委員会に付託された議案の審議結果は 7ページ)

:締‐務1財1疎委1員‐会
山倉委員長  廣方副委員長  永水委員

田中委員   田中委員   中村委員

地

域

公

共

交

通

会

議

設

置

条

例

の

一
部

を

改

正
す

る

条

例

本
案
は
、
地
域
公
共
交

通
の
総
合
的
な
見
直
し
を

図
る
地
域
公
共
交
通
網
形

成
計
画
の
策
定
に
伴
い
、

法
律

の
規
定
に
基
づ
く
策

定
協
議
組
織

の
見
直
し
が

必
要
で
あ
る
た
め
提
案
さ

れ
た
も
の
で
す
。

執
行
部
よ
り
、
地
域
公

共
交
通
網
形
成
計
画
を
法

定
計
画
と
し
て
国
か
ら
認

定
を
受
け
る
た
め
に
は
、

地
域
住
民
や
各
種
団
体
、

利
用
者
等

の
積
極
的
な
参

加
に
よ
る
計
画
策
定

の
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
委

員

の
追
加
と
し
て

「
市
民

で
組
織
さ
れ
た
団
体

の
代

表
者
又
は
そ
の
団
体
が
推

薦
す
る
者

４
人
以
内
」
及

び

「学
識
経
験
者

１
人
以

内
」
を
新
た
に
追
加
し
、

委
員

構
成

を

１７
人
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
改
正
内
容
に

つ

い
て
は
、
既
に
交
通
網
形

成
計
画
を
策
定
し
て
い
る

先
進
事
例
市
を
参
考
と
し
、

上
位
法

の
解
釈
と
食

い
違

い
が
な

い
こ
と
を
確
認
し

て
い
る
と

の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

委
員
よ
り
、
委
員

の
選

任

は
、
交
通
事
情

に
詳
し

い
方
や
女
性

の
方
を
選
任

す

べ
き

で
は
な

い
か
と

の

質
問

に
対

し
、
ま
ち
づ
く

り

の
観
点

か
ら
行
政

区

の

代
表
者
を
委
員
と
し
て
追

加
す

る
こ
と
と
し
て
お
り
、

委
員

の
推
薦
を
依
頼
す

る

際

に
、
公
共
交
通
利
用
者

や
女
性
を
推
薦

し
て

い
た

だ
く
よ
う
努

め
る
と

の
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査

の
結
果
、
全
会

一

致

で
可
決
し
ま
し
た
。

地域公共交通の

総合的な見直 しを図る

議会だより かまし(42号 )



1民1生1交1教1委1員1会

囀（璽菫▼み驀

時一〓摯， ″晰

岩永委員長  新

建設が進む嘉麻斎場を視察

ひ
と

り
親

家

庭

等

医
療

費

の
支

給

に
関
す

る
条

例

の

一
部

を

改

正

本
案
は
、
児
童
扶
養
手
当

法

施

行

令

の

一
部

を

改

正

す
る
政
令
が
、
平
成

２８
年

７

月
１
日
に
公
布
、
同
年

８
月

１

日
か
ら

施

行

さ

れ

る

こ

と
に
伴

い
、
同
年

７
月

２５
日

に
地

方

自

治

法

第

１

７

９

条

第

１
項

の
規

定

に
基

づ

き
、
同
条
例

の

一
部
を
改
正

す

る
条

例

を

専

決

処

分

し

た

の
で
、
同
法
同
条
第

３
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会

の

承

認

を
求

め

る
た

め
提

出

さ
れ
た
も

の
で
す
。

執
行
部
よ
り
、
児
童
扶
養

手
当

法

施

行

令

第

２
条

の

４
に
お

い
て
、
項

の
新
設
が

行
わ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
引

用

の
項

が
繰

り

下

が

つ
た

こ
と

に

よ

る
改

正

で
あ

る

と

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

審
査

の
結
果
、
全
会

一
致

で
承
認
し
ま
し
た
。

嘉

麻
斎

場

の
現
地

視

察

を

行

い
ま

し
た

９
月

１

日

に
開

催

さ

れ

た
委
員
会
に
お

い
て
、
現
在

ヽ

建
設
中

の
嘉
麻
斎

場

の
現

地
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

建

物

の
躯
体
が
完
成

し
、

今
後
は
電
気

・
設
備

。
内
装

な

ど

の
工
事

が

行

わ

れ

る

予
定

で
す
。

新

し
い
斎
場
に
は
、
小
規

模

な

葬

儀

が

行

え

る
多

目

的

室

や

キ

ツ
ズ

ル
ー

ム
な

ど
、
現
在

の
火
葬
場
に
は
な

い
設
備
が
備
わ
り
ま
す
。

新
斎

場

は
平
成

２８
年

１２

月

に
完

成

し
、

平
成

２９
年

１
月

か
ら

の
運
営

に
向

け

て

工
事

が

進

め

ら

れ

て

い

ま
し
た
。

嘉麻斎場

産1業1建設
‐
委員会

北冨委員長 田上副委員長  出水委員

坂口委員   森 委員

災害箇所を視察

災
害
箇
所

の
現
地
視
察
を

行

い
ま

し
た

９
月

２
日
に
開
催
さ

れ

た
委
員
会
に
お
い
て
、
６
月

と

７
月

の
大

雨

に
よ

る
災

害
箇
所
を
視
察
し
、
早
期

の

復
旧
を
要
望
し
ま
し
た
。添ヶ倉橋宮小路・ 山瀬川線 宮吉・ 普P3寺線

８

月

１８

日

定

例

会

の
議

事

日
程
等

に

つ
い
て

９

月

１３

日

定

例

会

最

終

日

の
日
程

等
に

つ
い
て

６

月

２７

日

議

会

広

報

編

集

に

つ

い

て

７

月

１２

日

議

会

広

報

編

集

に

つ

い

て

７

月

１５

日

議

会

広

報

編

集

に

つ

い

て

７

月

２０

日

議
会
広
報
編
集
に
つ
い
て

９

月

１６

日

委
員
長

・
副
委
員
長
の
互
選

議会だよりかまし(42号 )



熊
ヶ
畑
産
廃
場
拡
張

許
可
取
消
し
を
求
め

る
意
見
書

平

成

２６
年

７

月

１４

口

の
産
廃
場
拡
張
許
可
決
定

後
、
県

は
業
者

に
対

し
、

平

成

２７
年

６

月

に

Ｂ

Ｏ

Ｄ

（
水

の
汚
れ
を
表
す
指

標
）

の
基
準
値
超
過

に
よ

る
厳
重
注
意
を
行

っ
た
。

県

は
、
同
年

１２
月
に
基
準

値
超
過

は
解
消
さ
れ
た
通

知
を
出

し
た
が
、
根
本
的

原
因
を
究

明

し
抜
本
的
対

策
が
講
じ
ら
れ
た
と
は
言

い
難

い
。

山

田
地
区

の
環

境
を
守

り
住

民
生
活

の
安

全
を
守

る
た
め
、
県
が
熊

ヶ
畑
産
廃

場
拡
張
許
可
を

取
消
す
よ
う
再
度
要
望
す

る
も

の
で
す
。

（
全
会

一
致

・
可
決
）

返
済
不
要
の
「綸
付
型

奨
学
金
」
の
創
設
及
び

無
利
子
奨
学
会
の
拡

充
を
求
め
る
意
見
書

納

税

者

で
あ

る

国

民

の
理
解
も
得

つ
つ
、
学
生

が

安

心

し

て
勉

学

に
励

め
る
よ
う
、
返
済

不
要

の

「
給
付
型
奨
学
金
」
の
創

設

や

無

利

子
奨

学

金

の

拡

充

な

ど

具

体

的

な

経

済
支
援
策
と

し
て
、
４
項

目

に
取

り
組

む

よ

う

国

に
要
望
す

る
も

の
で
す
。

（
全

会

一
致

・
可
決

）

無
年
金
者
対
策
の
推

進
を
求
め
る
意
見
書

無

年
金
者

対
策

は
喫

緊

の
課
題

で
あ

る

こ
と

か
ら
、
年
金

の
受
給
資
格

期
間
を

２５
年
か
ら

‐０
年

に
短
縮

す

る
措

置

に

つ

い
て
、
２
０
１
７
年
度
中

に
確
実

に
実
施

で
き

る

よ
う

必
要
な
体

制
整
備

を
行
う

こ
と
な
ど

２
項

目
に

つ
い
て
国

に
要
望

す
る
も
の
で
す
。

（
全
会

一
致

・
可
決
）

慰
霊
塔
戦
没
者
刻
銘
版

設
置
整
備
事
業
に
つ
い

て
の
請
願
書

慰
霊
塔

（
山

田
支
部
）

の
刻

銘

版

は

昭

和

３２
年

１０
月
に
再
建
立
さ
れ
、

６０

年
が
経
過

し
遺
族
会
著
顕

彰
が
形
骸
化
さ

れ

て
い
る

状
況
に
あ

る
。
ま
た
、
他

の
支
部

に
お

い
て
は
、
既

に
刻
銘
版
が
設
置
さ

れ

て

い
る
た
め
、
慰
霊
塔

に
戦

没
者
刻
銘
版

の
設
置
を
要

望
す

る
も

の
で
す
。

（
継
続
審
査
）

同
和
問
題
解
決
の
為

の
解
放
運
動
団
体
・部

落
解
散
同
盟
嘉
麻
市

協
に
対
す
る
助
成
金

に
関
す
る
請
願
書

本
来
、

民
間
同
和
運

動

団

体

は

同

和

問

題

解
決

の
た
め
、
行
政
と

と

も

に

一
日

も

早

い

同

和

問

題

解

決

を

目

指

し
て

い
る
が
、
部
落

解

放

同

盟

嘉

麻

市

協

で
は
、
現
在

の
役
員
が

選

挙

規

定

を

勝

手

に

変
え

て
、

そ

の
役
職

に

居

続

け

る

こ

と

が

原

因

で

各

支

部

と

も

め

て
い
る
た
め
、
嘉
麻
市

に
対

し
、
組
織
自
体

が

正

常

化

す

る

ま

で

部

落

解

放

同

盟

嘉

麻

市

協

に

対

す

る

助

成

金

を

凍

結

す

る

よ

う

要

望
す

る
も

の
で
す
。

（
継
続
審
査
）

意兄書

′
）

請 願
′

）

議会だより かまし(42号 )



人事案件
人

権

擁

護

委

員

の

任

期
満

了
に
伴

い
、
引
き
続

き
次

の
方

を
推
薦
す

る

こ

と

に

つ
い
て
全
会

一
致

で

同
意

し
ま

し
た
。

森

田
　
洋
子
　
氏

中
嶋
　
時
夫
　
氏

山

口
　
朝
光
　
氏

⌒
、

議案の結果一覧 (9月定鰐J会 )登 :ξttZ予

各委員会で審査された議案を本会議で採決 した結果

議案第75号 地域公共交通会議設置条例の所要の改正

議案第74号 専決処分事項の承認 (ひとり親家庭等医療費の支給に関する条例の所要の改正 )

請願第2号 慰霊塔戦没者刻銘版設置整備事業について

議案第72号 専決処分事項の承認 (平成28年度嘉麻市一般会計補正予算 (第 3号)) ○承  認

〃第73号 専決処分事項の承認 (平成28年度嘉麻市一般会計補正予算 (第4号 )) ○承  認

〃第76号 平成28年度嘉麻市一般会計補正予算 (第 5号 ) ○可  決

〃第77号 平成28年度嘉麻市国民健康保険事業特別会計補正予算 (第 3号 ) ○可  決

〃第78号 平成28年度嘉麻市介護保険事業特別会計補正予算 (第 1号 ) ○可  決

認定第1号 平成27年度 一般会計歳入歳出決算の認定について

〃第2号 平成27年度 国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

〃第3号 平成27年度 後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について

〃第4号 平成27年度 住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算の認定について

〃第5号 平成27年度 介護保険事業特別会計歳入歳出決算の認定について

〃第6号 平成27年度 水道事業会計決算の認定について

請願第3号 同和問題解決の為の解放運動団体・部落解放同盟嘉麻市協に対する助成金について

7  議会だよりかまし(42号 )



市

民
が
市
政

に
関
す

る

こ
と

で
、
市
議
会

に
要
望

や
意
見
を
述

べ
る

こ
と
を

言

い
ま
す
。

請
願

・
陳
情

は
ど
ち
ら

も
同
じ
よ
う
な
性
格
を
持

っ
た
も

の
で
す
が
、

手
続

き

の
方
法
等

に
違

い
が
あ

り
ま
す
。

み
な
さ
ん
が
市
政

に
関

す

る
こ
と

で
要
望
や
意

見

が
あ

る
場
合

に
は
、
請
願

や
陳
情
を
活
用
し
て
く
だ

さ

い
。

=圭薔目

願
●

請 願

請願 とは、国民に保 障 され た憲法上 (第 16条 )の 権利 で、国または地方公 共

団体 の機 関に対 して意見や希望 を述べ ることを言い、その手続 き等 は請願 法 に

定 め られ ています。 また、地方議会 に対す る請願 は、地方 自治法及 び各議会 の

会議規則 に規定 され てお り、提 出には紹介議員 を必要 と します。

嘉麻市議会 では、提 出 され た請願 は、委員会 で内容 を審査 し、本会議 で採択 。

不採択 の結論 を出 します。結論 が出た ものについては、請願者 に通知す る とと

もに、採択 した請願 は市長 な どに送 り、その実現 を図 ります。     ,

陳 情

陳情 とは、請願 と同 じよ うな性格 を持 つた もので、様 式 も請願 に準 じるもの

です が、紹介議 員 を必要 と しません。 また、請願 ほ ど明確 な法律上の規定があ

りませ ん。

提 出 され た陳情 は、議長 が必要 と判 断 した場合 、所管委員会 に審査 を付託 し

内容 を審査 します が、通常は、全議員 に配布 され ます。

請 願・ 陳 情 の 提 出 方 法

請願・ 陳情 は、文書で行 うこ とになっています。

提 出様 式 は、特 に決 ま っていませ んが、 下記 の書式例 を参考 に嘉麻市議 会議

長 あて に提 出 して くだ さい。請願 書 には紹介議員 の署名又 は押 印が必要です。

請願 書・ 陳情 書 の書 式 例

○ ○ ○ ○ ○ に 関す る請願 (陳 情 )書
平 成 〇年 ○ 月 ○ 日

嘉 麻 市議 会 議 長  ○ ○ ○ ○  様

紹 介 議 員 (請 願 のみ ) ○ ○ ○ ○ (署 名 又 は押 印 )

請 願 (陳 情 )者
住  所

氏  名           ①

(法 人 名 、代 表 者 名 )

電 話 番 号

件 名  ○ ○ ○ ○ ○ につ い て

趣 旨 ○ ○ ○・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・ ・・ ・ ・ ・。

議会だよりかまし(42号 )



常

任

委

員
会の

役

割

嘉
麻
市
議
会
に
は
、
地

方
自
治
法
第

１
０
９
条

の

規
定

に
基
づ
き
設
置
さ
れ

た
常
任
委
員
会
が

３

つ
あ

り
ま
す
。
常
任
委
員
会

は

常
時
設
置
さ
れ

て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ

の
所
管

（
責
任

を

も

つ
て
管

理

す

る

範

囲
）
が
あ
り
ま
す
。
議
会

開
会
中
は
も
ち
ろ
ん
、
議

会

の
閉
会
中
も
議
長

の
許

可
を
得

て
、
委
員
会
を
開

催

し
、
審
査

又
は
調
査
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

各
常
任
委
員
会

の
定
数

は

６
人
で
議
員

は

い
ず
れ

か
ひ
と

つ
の
常
任
委
員
会

に
所
属
し
て
い
ま
す
。

い
ず
れ

の
委
員
会
も
本

会
議

で
付
託
さ
れ
た
案
件

に

つ
い
て
審
査

し
、
委
員

会
と
し
て
の
可
否
を
決
定

し
ま
す
。

そ

の
後
、
本
会
議

に
お

い
て
委
員
長
が
そ

の
結
果

報
告
を
行

い
、
嘉
麻
市
議

会
と

し
て
の
可
否
を
決
定

し
ま
す
。

11●1,,■■●:

各 常 任 委 員 会 の 所 管

(責 任 を も って 管 理 す る範 囲 )

す るこ.と  ―|  ‐
 ■  ■  |

:馨14勇巽[葬::計 ||

〇にの委員会|め 所管に属さないこと

嘉
麻
市
議
会

に
は
、
地

方
自
治
法
第

ｌ
ｏ
９
条

の

規
定

に
基
づ
き
設
置
さ
れ

た
議
会

運
営
委
員
会
あ
り

ま
す
。
議
会
運
営
委
員
会

は
議
会

の
円
滑
な
運
営
を

行
う
た
め
常
時
設
置
さ
れ

て
お
り
、
定
例
会
や
臨
時

会

の
議
事

日
程
、
議
事

の

順
序
や
進
め
方
な
ど
を
協

議
し
ま
す
。

ま
た
、
議
長

の
諮
問

釜
思

見
を
求

め
る
こ
と
）
事
項

に

つ
い
て
も
調
査

。
協
議

を
行

い
ま
す
。
議
会
開
会

中

は
も
ち
ろ
ん
、
議
会

の

閉
会
中
も
議
長

の
許
可
を

得

て
、
委
員
会
を
開
催
し
、

審
査

又
は
調
査
す

る
こ
と

が

で
き
ま
す
。

議
会

運
営
委
員
会

の
定

数

は

６
人
で
各
常
任
委
員

長
と
各
常
任
委
員
会

か
ら

１
名
ず

つ
選
出
が
さ
れ
ま

す
。

特
別
委
員
会

は
、
特
定

の
問
題
を
審
査

又
は
調
査

す
る
た
め
に
必
要
に
応

じ

て
設
置
さ
れ
る
委
員
会

で

す
。
現
在

設
置
さ
れ
て
い

る
特
別
委
員
会

と
審
査
及

び
調
査
内
容

は
次

の
と
お

り
で
す
。

広
報
編
集
特
別
委
員
会

議
会
報
に
関
す
る
こ
と

行
財
政
改
革

に
関
す
る
調

査
特
別
委
員
会

行
財
政
改
革

の
推
進

に

関
す
る
こ
と

新
庁
合

に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会

新
庁
舎

に
関
す
る
こ
と

議
会
改
革

に
関
す
る
調
査

特
別
委
員
会

議
会
改
革

に
関
す
る
こ

と

議会だより かまし(42号 )



岩永 利勝 議員
老朽化空家について …………………………………・ 1lP

田中 義幸 議員
観光事業促進 について … … … …… … …… 1lP

出水 貴之 議員
ごみの資源化 について ・……………………………・ 12P

中村 春夫 議員
市内産廃問題 について ・……………・・・・・・…・・…・ 12P

田上 孝樹 議員
協働 のまちづ くりについて

中嶋 廣東 議員
新庁舎建設 (新 庁舎施設整備 等審議会 の答申)

につい
‐
で  ………………………………………………………・・・ 13P

…………………・ 13P

新丼 高雄 議員
水害の心配ない鴨生地 区について …… 14P

藤  伸― 議員
学校施設 における熱 中症対策 について 14P
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老朽化空家について

空き家所有者への対策は

近隣は訪間、遠方は写真・文
書で通知

洟

鰈

t否 言秀鰈蔭:暑 251t

市
民
か
ら
倒
壊
や
周

辺
の
環
境
な
ど
保
安
上
危

険
な
空
き
家
に
関
し
て
情

報
提
供
が
あ

っ
た
場
合
の

対
策
は
。
ま
た
、
空
き
家
の

件
数
と
所
有
者
の
分
か
ら

な
い
空
き
家
の
件
数
は
。

舞臨鐵幽暉勒鶴醸鰊漑鏃難蠅椰聰躙蝙鰈顆饒鰈
　
売
工

き
家

に
行
き
、
現
状
を
確

認
し
て
写
真

に
収
め
、
所

有
者

に
対

し
現
状
説
明

し
、
所
有
者
が
遠
方

の
場

合

に
は
写
真
、
通
知
文
を

送
付
し
て
い
る
。
現
時
点

で
空
き
家
件
数
は

一
戸
建

て
４
１
６
軒
、
長
屋
１
６

８
軒
、
所
有
者
が
分
か
ら

な
い
空
き
家
は
１２
軒
で
あ

２

一

。

躙

長
屋
住
宅

で
は
、
環

境
問
題
で
近
所
の
方
が
影

響
を
受
け
、
自
費

で
業
者

に
草
刈
り
を
依
頼
し
て
い

る
方
も
お
り
、
所
有
者
を

調
べ
よ
う
に
も
個
人
情
報

で
教
え
て
く
れ
な
い
実
情

も
あ
る
が
、
所
有
者
が
分

か

っ
て
い
る
場
合
、
勧
告

は
行

っ
て
い
る
の
か
。

助
言
は

行

っ
て
い
る
が
、
勧
告
ま

で
は
至

っ
て
い
な

い
。
し

、２８
年
度
か
ら
解
体
に

経
費
が
５０
万
円
を
限

し
て
補
助
制
度
が
あ

と
を
説
明
し
、
解
体

向
き
な
回
答
を
得
て

投
棄
看
板
に
つ
い
て

子
供
が
作
成
し
た
ポ

ー
を
看
板
等
に
作
り

、
不
法
投
棄
防
止
対

し
て
活
用
す
る
要
望

た
が
進
捗
状
況
は
。

小
学
５
、
６
年
生
と
中
学

生
に
環
境
ポ
ス
タ
ー
の
作

成
を
依
頼
し
お
り
、
本
年

度
中
に
は
看
板
を
作
成
す

る
計
画
で
あ
る
。

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
３０
キ
回

に
つ
い
て

輻

児
童
生
徒
が
安
心
し

て
学
校

に
通
う
た
め
、
危

険
箇
所
道
路
を
３０
キ
ロ
速

度
規
制
に
で
き
な
い
か
。

通

学

路
安
全
協
議
会
を
立
ち
上

げ
嘉
麻
警
察
署
、
飯
塚
県

土
木
事
務
所
な
ど
と
協
議

し
て
い
る
が
、
道
路
状
況
、

交
通
量
な
ど
の
問
題
で
全

て

の
学
校

周
り
は
難

し

い
。

車
通
学
者

の
保
険
に

て自
転
車
通
学
者
全
員

意
保
険

の
半
額
補
助

き
な

い
か
。

ぱ糧輻R皇
褥
瑕
巡
顆
趙
趙
巡
魃
補
助

は
考
え
て
い
な

い
。

観光事業促進について

ξ

量観光立国を図るため名所・

旧跡を掘り起こすべきだ

観光振興は積極的に推進す
る

藝

靡

鰤

観
光
立
国
を
図
る
取

組

に

つ
い
て
質
問
す

る
。

遊
人

の
社

に
児
童
向
け
遊

戯

施

設

を

設

置

さ

れ

た

い
。

儘
褥
躙
鰈
餞
祠
晰
輻
鰈
輻

予

算

・
費
用
対
効
果
を
含
め

検
討
す
る
。

蒻

国
道
３
２
２
バ
イ
パ

ス
の
供
用
開
始
が
近

い
。

甘
本

・
朝
倉
方
面

の
来
訪

者
向
け
観
光
資
源
案
内
の

サ
イ

ン
設
置
を
す

べ
き

だ
。

晰
鰈
鰈
塚
隕
隋
鼈
輻

設
置
に

向
け
検
討
作
業
に
入
る
。

嘉
穂
地
区

は
益
富
　
　
器
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

５
年
後
に
見
直
す
補

古
高
取

助
金
は
ど
う
な
る
。

財
惧
鰺
鶯
塚
補
助
金
は
１

回
限
り
だ
。

輻

業
務
委
託
業
者
と

の

問
題
は
ど
う
な

っ
た
。

魃
鰈
輻
鰈
蒻

平
成
２６
年
１２

月
Ｈ
日
、
業
者
の
著
作
権
差

し
止
め
訴
訟
、
モ
デ
ム
保

全
費
用
請
求
事
件
に
関
し

て
内
容

証
明
文
書

が
来

た
。
平
成
２７
年
１
月
、
回
答

文
書
を
出
し
た
が
そ
の
後

連
絡
が
な
い
。

鼈
颯
餞

計
画
の
検
証

・
見

直
し
を
指
示
し
た
。
何
も

言
う
こ
と
は
な
い
。

※
他
に
補
助
金
と
総
合
調

整
権
、
障
が
い
者
福
祉
施

設
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

城
、
鮭
神
社
等

の
他

に
も

多
く

の
名
所

。
旧
跡
が
あ

る
。
上
椎
遺
跡
、
八
丁
峠
の

古
道
、
千
丈
の
滝
な
ど
だ
。

ま
た
こ
こ
は
民
話
の
宝
庫

で
も
あ
る
。
鎌
田
ヶ
原
悲

恋
物
語
、
正
人
ド

ン
と

一

鍬
掘
り
な
ど
だ
。
明
治
維

新
の
筑
前
竹
槍

一
揆
も
特

筆
す

べ
き
で
き

ご
と
だ
。

山
田
木
城
地
区
の
高
取
八

山

の
窯
跡
も
名
所

。
旧
跡

で
掘
り
起

こ
す

べ
き
だ
。

大
庭
源
太
夫
墓
跡
か
ら
出

土
し
た
藁
灰
釉
茶
碗
も
名

焼
窯
は
貴
重
な
観
光
資
源

と
な
り
得
る
。

輻
聰
瑕
糀
魃

観
光
振
興
は

交
流
人
口
拡
大
に
つ
な
が

る
。積
極
的
に
推
進
す
る
。

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
事
業
総
括

隕

譲
渡
後
の
視
聴
者
の

変
動
は
ど
う
な

っ
た
。

ｍ
翻
珈
褥
鶉
聰
鰈
若
干
増

加
し
て
い
る
。

輻魃
¨
今
後

の
整
備
計
画
は

ど
う
な
る
。

ｍ鰈
鰈陶
鰺躙
３‐
年
ま
で
に

市
内
８５
％
を
目
指
す
。

事
業
推
進
派
だ

っ
た

市
長
の
総
括
を
願
う
。

筑前竹槍一揆

議会だよりかまし(42号 )



ごみの資源化について

ゴミ処理問題は先進的に取
り組むべき

バイオコークス事業の動向を見
きわめながら取り組んでいく

バイオヨークス

躙

蟷

隋

嘉
麻
市

で
は
、
バ
イ

オ

コ
ー
ク
ス
ビ
ジ
ネ
ス
モ

デ
ル
確
立
事
業
と
し
て
、

ご
み
資
源
化
の
取
り
組
み

を
行

っ
て
い
る
が
、
家
庭

か
ら

の
可
燃

ご
み
で
、
バ

イ
オ

コ
ー
ク
ス
（人
工
的

に
つ
く

っ
た
石
炭
）
を
作

れ
る
の
か
。

隋
鰈
鰈
踪
鰈
踪
躙

近
畿
大

学
と
提
携
し
、２７
年
度
か
ら

バ
イ
オ

コ
ー
ク
ス
化
の
検

証
を
し
て
い
る
。
Ｒ
Ｄ
Ｆ

（廃
棄
物
固
形
燃
料
）
は
バ

イ
オ

コ
ー
ク
ス
化
で
き
る

と
判
明
し
て
い
る
。
Ｒ
Ｄ

Ｆ
以
外
の
可
燃
ご
み
や
そ

の
他

の
原
料

に

つ
い
て

は
、
調
査
を
し
て
い
る
。

耗屁
一
バ
イ
オ
コ
ー
ク
ス
の

利
点
・利
用
方
法
は
。

Ｍ
躙
莉
蠅
塚

ご
み
焼
却
や

埋

め
立

が
な
く
な

る
た

め
、
埋
立
地
の
延
命
化
、
焼

却
施
設
の
助
燃
材
料
と
し

て
の
利
用
、
バ
イ
オ

コ
ー

ク
ス
の
販
売
が
考
え
ら
れ

２

一

。

暴蠣
一
今
後
の
ご
み
処
理
行

政

に
つ
い
て
は
、
福
岡
県

大
木
町
な
ど
で
取
り
組
ん

で
い
る
「
バ
イ
オ

マ
ス
循

環
事
業
」
を
視
野

に
入
れ

な
が
ら
、
嘉
麻
市

で
は
ご

み
処
理
問
題
を
先
進
的
に

取
り
組
む
べ
き
だ
と
思
う

が
、
市
の
方
向
性
は
。

饉
颯
颯
鰈
陽

ご
み
の
資
源

化
や
減
量
化

に
向
け
て
、

ま
ず
で
き
る
も
の
は
進
め

て

い
き

た

い
。
バ
イ

オ

コ
ー
ク
ス
の
研
究
結
果
の

動
向
を
見
き
わ
め
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
く
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ

い
て

躙

地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
受
け
入
れ

に
つ
い
て
、

全
庁
的
な
体
制
で
の
取
り

組
み
が
必
要
。
担
当
課
を

決
め
て
検
討
を
進
め
て
も

ら
い
た
い
。

鰈
漑
塚

制
度
導
入
は
、
一削

向
き

に
検
討
し
た

い
。
所

管
部
署
を
明
確

に
し
、
全

庁
的
な
取
り
組
み
と
し
て

検
討
す
る
。

※
他
に
公
共
施
設
の
経
費

削
減
に
つ
い
て
質
問
し
ま

し
た
。

【地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
】

地
方
自
治
体
が
都
市
住
民

を
受
け
入
れ
、
地
域
お
こ

し
活
動
の
支
援
や
農
林
業

の
応
援
、
住
民
の
生
活
支

援
な
ど
の
地
域
協
力
活
動

に
従
事
す
る
と
と
も

に
、

隊
員
の
定
住
や
定
着
を
図

り
な
が
ら
、
地
域

の
活
性

化
に
貢
献
す
る
総
務
省
の

制
度
。

市内産廃問題について

熊ケ畑の不法投票ごみは

県と林野庁とで協議中

鰤

隋

躙

百
々
谷
最
終
処
分
場

に
つ
い
て
、
そ
の
後

の
進

展
は
。

絋
鱚
緻
量
凸
鼈
祠
薇

県
に

確
認
し
た
と

こ
ろ
、
隣
接

し
て
い
る
民
有
地
内
の
廃

棄
物

の
撤
去

に
つ
い
て
、

処
分
場
地
権
者
と
隣
接
地

所
有
者
と
の
間
で
の
協
議

が
続
行
し
て
い
る
。
ま
た
、

地
権
者
と
地
元
と
の
説
明

会
の
開
催
に
つ
い
て
調
整

を
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

は

仮
置
き
超
過
と
な

っ

て
い
る
百
々
谷
中
間
処
分

場
に
つ
い
て
は
。

輻
蝙
躙
莉
緻
鰈

県
に
確

認
し
た
と

こ
ろ
、
業
者
か

ら
搬
出
計
画
書
が
未
提
出

で
あ
る
た
め
指
導
し
て
お

り
、
地
元
説
明
会

に
つ
い

て
も
現
在
調
整
中
で
あ
る

と
の
こ
と
。

攀鱚
一
熊
ヶ
畑
の
最
終
処
分

場

に
つ
い
て
、
そ
の
後
立

ち
入
り
調
査
に
入

っ
て
い

る
か
。

は
鰈
鰈
晰
隕
鶴

環
境
課
長

が
、
７
月
６
日
と
１２
日
に
立

ち
入
り
調
査
を
行
い
、特
に

問
題
は
な
か
っ
た
。

餃

最
近
、
熊

ヶ
畑
産
廃

場
内

の
地
形

が
随
分
変

わ

っ
て
い
る
の
で
、
地
籍

図
上

に
新
、
旧
産
廃
場

の

範
囲
を
示
し
、
そ
の
中

に

ガ
ス
抜
き
管
、
調
整
池
、
水

質
検
査
井
戸
、
浸
透
水
検

査
井
戸
、
展
開
検
査
場
等

の
位
置
を
記
入
し
た
図
面

を
示
せ
な

い
か
。
同
じ
く

隣
接
し
て
い
る
ミ
ニ
処
分

場
も
示
せ
な
い
か
。

同
国
隕
祗
涸
漑

担
当
課
で

は
作
成
で
き
な

い
の
で
、

県
に
要
請
す
る
。

塚

県
下
に
１７
箇
所
あ
る

安
定
型
最
終
処
分
場
で
ガ

ス
抜
き
管
を
設
置
し
て
い

る
産
廃
場
は
あ
る
の
か
。

躾
魃
醸
甕
爾
颯

県
に
確
認

す
る
。

は

業
者
所
有
地
之
市
有

地
と
の
境
界
問
題
は
ど
う

な

っ
た
の
か
。

現
在
、

水
道
局
に
お
い
て
事
務
協

議
を
行

っ
て
い
る
。

鰤

業
者
と
の
協
定
書
は

ど
う
な

っ
て
い
る
の
か
。

Ｌ
輻
圏
国
薇

　
県
、
弁
護

士
と
協
議
調
整
を
経

て
、

環
境
課
で
最
終
的
な
調
整

を
行

っ
て
い
る
。

熊

ヶ
畑

の
不
法
投
棄

ご
み
問
題
に
う

い
て
は
ど

う
な

っ
て
い
る
か
。　
　
・

県
の
廃
棄

物
適
正
処
理
推
進
室
と
林

野
庁
九
州
森
林
監
督
局
と

と
も
に
解
決
に
向
け
協
議

中
で
あ
る
。

´
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協働のまちづくりについて

市民活動保険の導入につ

いて

他の自治体の動向、調査研

究していきたい

瞑

絋

鯰

全

国

の
自
治
体

で

は
、
住
民
主
体

の
新
た
な

地
域

コ
ミ

ュ
ニ
テ
イ
づ
く

り
に
向
け
た
取
り
組
み
が

次
第

に
ふ
え

て
き

て

い

る
。
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
課

題
を
解
決
し
て
い
く
た
め

に
は
、
多
く
の
市
民
、
団
体

な
ど
の
参
画
と
行
政
の
協

働

に
よ
り
、
市
民
自
ら
自

律
的

・
主
体
的
な
ま
ち
づ

く
り
を
実
践
し
て
い
け
る

体
制

づ
く

り

が
必
要

に

な

っ
て
い
る
。
一景
麻
市

の

市
民
協
働
を
推
進
す
る
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
。

市
民
主
体
の
自
治
を
推
進

し
、
多
様
な
地
域

の
問
題

解
決
す
る
た
め
の
重
要
な

活
動

に
対
し
、
活
動

の
場

所
や
情
報
提
供

の
ほ
か
、

必
要
に
応
じ
て
活
動
資
金

の
援
助
等
、
側
面
か
ら
の

支
援
を
行
う
こ
と
を
規
定

し
て
い
る
。

鰤

市
民
協
働
に
必
要
な

制
度
つ
い
て
は
。

協
働

の
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

に
お
い
て
市
民
提
案
型
事

業
補
助
金
を
交
付
し
て
い

る
。
市
民
が
考
え
、
市
民
が

主
体

と
な

っ
て
、
市

民

の

た
め

に
提
案
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
応
援
す

る
制
度

で
、

そ

の
事
業

の

一
部
を
市
が

補
助
す
る
。

鷲

活
動
中

に
け
が
や
事

故
が
発
生
し
た
際

の
市
民

活
動
保
険
制
度

に
つ
い
て

は
。

％
颯
祗
鰈
鰈
玲
隋
輻
嘉
麻

市
自
体
で
は
加
入
は
し
て

い
な

い
。
補
助

の
対
象
と

し
て
い
る
の
で
、
各
団
体

の
判
断
で
対
応
を
ま
か
せ

て
い
る
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

つヽ
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
団

ど
の
高
齢
化
を
は
じ

す
る
人
材
の
発
掘
及

成
に
つ
い
て
は
。活

動

す
る
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
団
体

の
多
く
が
高
齢
者
を
中
心

に
活
動
を
行

っ
て
い
る
た

め
、
若

い
世
代

の
継
承
と

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
団
体
の
活

動
人
員
の
確
保
が
今
後
の

課
題
と
考
え
て
い
る
。

磁

市
民
活
動
保
険
の
導

入
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

開
麗
囲
麗
鰺
嘉
麻
市
に
は
、

い
ろ
ん
な
方
々
が
ボ
ラ
ン

テ
イ
ア
に
か
か
わ

っ
て
い

る
。
他
の
自
治
体
の
動
向
、

ま
た
保
険
の
種
類
等
も
調

査

研
究
を

し

て

い
き
た

い
。

02な 名鳳

新庁舎建設 (新庁舎施設整備等
審議会の答申)について

支所の規模や位置について、

市長の考えは

地域の意見を参考にして、支所整備とまちづ

くりや財政計画等総合的に取り組んでいく

躙

審
議
会
の
答
申
は
、特

に
将
来
に
負
担
を
残
さ
な
い

財
政
状
況
を
踏
ま
え
た
庁
舎

を
建
設
す
る
こ
と
と
い
う
内

容
で
あ
る
。新
庁
舎
を
建
設

し
て
も
、将
来
安
定
し
た
財

政
運
営
が
で
き
る
よ
う
な

庁
舎
建
設
を
す
べ
き
と
い

う
審
議
会
の
答
申
と
理
解

し
て
い
る
が
ど
う
か
。

鰤

財
政
計
画
で
は
、

２８

年
度
か
ら
交
付
税
が
段
階

的
に
減
額
に
な
り
、
市
税
、

使
用
料
等
も
減
額
に
な

っ

て
ぃ
く
。３７
年
度
に
は
財
政

調
整
基
金

（貯
金
）
が
現
在

の
３７
億
円
か
ら
５
億
５
千

万
円
に
な
る
見
通
し
で
あ

る
。

３８
年
度
以
降

の
財
政

見
通
し
は
。

」
轟
飩
祗
晰
鱚
鰈
涸
陽

人

口
減
少
な
ど
に
よ
り
市
税

や
交
付
税
な
ど
の
収
入
が

減
少
し
、
厳
し
い
財
政
見
通

し
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

躙

昨
年
１２
月
に
策
定
し

た
財
政
計
画
か
ら
新
規
事

業
等
が
出

て
き
て
い
る
。

近
い
時
期
の
財
政
計
画
の

見
直
し
を
要
望
す
る
。

国
園
爾
艤
眩
胚
睫
塚

様
々
な

要
素
に
変
化
が
生
じ
て
い
る

た
め
、近
々
の
う
ち
に
見
直
し

を
行
い
議
会
に
報
告
す
る
。

％餞
一
答
申
で
は
碓
井
庁
舎

の
耐
震
補
強
と
大
規
模
改

修
後

の
解
体

に

つ
い
て

は
、
周
辺
施
設
と

の
関
連

に
配
慮
し
再
検
討
す
る
こ

と
に
な

っ
て
い
る
が
ど
う

い
う
こ
と
な
の
か
。

本
年

１０
月
か
ら

１２
月
に
か

け
て
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
を

開
催

し
、
住

民

の
意
見

や

ア
イ
デ
ア
を
聴
き
、
地
域

整
備
基
本
計
画
案
を
策
定

す
る
。
碓
井
庁
舎

の
除
却

に
つ
い
て
は
、
そ
の
計
画

の
中
で
検
討
す
る
。

隋

現
時
点
で
の
支
所
の

規
模
や
位
置

に
つ
い
て
、

市
長
の
考
え
は
。

菫
轟
轟
舅
は
　
現
在
の
各
庁

合
は
、
旧
市
町
の
重
要
な
活

性
化
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。地

域
の
意
見
を
参
考
に
し
な

が
ら
支
所
整
備
と
ま
ち
づ

く
り
や
財
政
計
画
等
総
合

的
に
取
組
ん
で
い
く
。

瑕

新
庁
舎
建
設
に
つ
い

て
の
市
民
説
明
会
を
２９
年

３
月
か
ら
５
月
く
ら
い
に

開
催
す
る
の
か
。

目
目
難
実
施
す
る
予
定
で

あ
る
。

※
他

に
、
「市
有
財
産

の
管

理
と
利
活
用

に

つ
い
て
」

「農
業
振
興

に
つ
い
て
」
質

問
し
ま
し
た
。

議
員
と
同
じ
見

解
で
あ
る
。
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水害の心配ない鴨生地区について

飯塚市(赤坂地区)の調整池工
事ストップ後、今後の対応は

飯塚市が廃棄物撤去に苦慮して
いるが、対策を早めに示したい

瞼

隋

謡

鴨
生
地
区
の
水
害
対

策

の

一
つ
で
あ
る
、
飯
塚

市
施
工
の
赤
坂
地
区
の
調

整
池
工
事
が
ス
ト

ッ
プ
し

て
い
る
。

調
整
池
用
地
の
産
廃
物
の

撤
去

の
た
め
、
新
た

に
７

～
８
億
円
か
か
る
た
め
だ

が
、
こ
の
ま
ま
で
は
水
害

対
策
工
事
全
体
が
終
わ
ら

な
い
こ
と
に
な
る
。

飯
塚
市
と

の
協
定

で
は
、

調
整
池
工
事
３
億
円
を
限

度
と
し
、
飯
塚
市
９５
％
ヽ
嘉

麻
市
５
％
の
負
担
割
合
だ

が
、
す

で
に
飯
塚
市
は
工

事
金
１
億
７
２
４
９
万
円

を
支
出
し
て
い
る
。

産
廃
物
を
撤
去
す
る
と
な

れ
ば
、
８
億
円

の
う
ち
４

０
０
０
万
円
の
負
担
が
嘉

麻
市
に
新
た
に
生
じ
る
。

今
後
、
調
整
池

に
関
し
て

飯
塚
市
と
話
を
ど
の
よ
う

に
進
め
る
つ
も
り
か
。

颯
漑
輻
輻
漑
鼈
瑕
漑
輻

飯
塚

市
が
苦
慮
す
る
中
、
飯
塚

市
と
協
議
し
て
い
る
が
対

策
を
早
め
に
示
し
た
い
。

道
路
整
備
に
つ
い
て

軸雖
¨
交
通
渋
滞
す
る
鴨
生

回
交
差
点
に
右
折

レ
ー
ン

を
作
る
こ
と
を
求
め
る
。

で
き
な

い
の
で
あ
れ
ば
、

渋
滞
解
消
の
た
め
鴨
生
橋

の
上
流

・
下
流
堤
防

に
市

道
建
設
を
提
案
す
る
。

鰈
儡
莉
鼈
魃

福
岡
県
の
用

地
交
渉
の
不
調
な
ど
に
よ

り
、
実
現
し
て
い
な
い
。
市

と
し
て
は
、
地
元
に
理
解

を
得
ら
れ
る
よ
う
話
し
合

い
を
進
め
る
。

熊
ヶ
畑
産
廃
場
拡
張
中
止

に
つ
い
て

瘍
ド
厠

議
会
が
県
に
対
し

て
意
見
書
を
再
度
議
決
の

上
、
そ

の
意
見
書
を
持

っ

て
県
に
陳
情
に
行
く
こ
と

を
提
案
し
た
い
。

政
治
倫
理
に
つ
い
て

鰊

政
治
倫
理
条
例
に
よ

る
資
産
報
告
書
未
提
出
者

に
は
、
政
治
倫
理
の
性
格

上
、
国
会
、
県
、
全
国
市
町

村
の
ど
こ
に
も
罰
則
規
定

が
な
い
。

政
治
倫
理
審
査
会
に
本
人

に
説
明
を
求
め
た
り
、
市

民

へ
の
説
明
会
を
開
催
で

き
る
よ
う
権
限
を
も
た
せ

る
べ
き
だ
。

麒
鰈
躙
渕
鰈
掏
躙

制
定
の

趣
旨
か
ら
、
議
会
か
ら
そ

う
い
っ
た
条
項
を
盛
り
込

ん
で
も
ら
い
た
い
¨

調整池用地の産廃物

学校施設における熱中症対策について

熱中症計測器とウォーター

クーラーの設置の考えは

調査研究 して、設置できる

方向で検討する

子銚

鼈

躙

漑

学
校
現
場
に
お
い
て

の
現
在
の
熱
中
症
対
策
の

取
組
み
は
。

教
職
員
に
対
す
る
熱
中
症

の
基
礎
知
識
や
対
応
の
共

通
理
解
、
児
童
生
徒

に
予

防
対
応
学
習
を
行

い
な
が

ら
、指
導
を
続
け
て
い
る
。

は

熱
中
症
を
引
き
起
こ

す
原
因
は
、
気
温
・湿
度
や

風

通

し
等

が
大

き
く
関

わ

っ
て
く
る
。
暑
さ
指
数

を
計
測

で
き
る

「熱
中
症

計
測
器
」
の
活
用
が
全
国

的

に
広
が

っ
て
い
る
が
、

嘉
麻
市

で
の
設
置

の
考
え

ま

。

隋
靱
靱
鼈
憮
鰈
鰈
穆

各
学

校
の
校
長
や
養
護
教
諭
等

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検

討
し
て
い
く
。

謡

熱
中
症
を
予
防
す
る

た
め
の
水
分
補
給
が
で
き

る
ウ
ォ
ー
タ
ー
ク
ー
ラ
ー

（給
水
器
）
の
設
置
の
考
え

ま
ｏ

嘔
靱
躙
鼈
躙
隕
隕
餞

嘉
麻

市

の
実
態
と
照
ら
し
合
わ

せ
て
、
し

っ
か
り
検
討
し
て

い
′
ゝ

魃
躙
祠
鼈
躙

調
査
研
究
し

て
、何
と
か
設
置
で
き
る
方

向
で
検
討
し
て
い
く
。

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
に

つ
い
て

は

被
災
者
支
援
シ
ス
テ

ム
の
担
当
課
の
認
識
は
。

鋏
瞑
麒
鼈
魃
靱
祠
靱
鋏
被

災
さ
れ
た
方
々
の
生
活
再

建
に
必
要
な
支
援
業
務
を

円
滑
に
行
う
た
め
の
も
の

で
あ
る
。

一趾
¨

シ
ス
テ
ム
構
築
に
向

け
た
現
在
ま
で
の
嘉
麻
市

の
具
体
的
な
取
組
み
は
。

蝙
輻
鰈
晰
躙
嘲
魃

取
組
み

や
運
用
に
つ
い
て
は
、
一二

ち
消
え

に
な

っ
て
い
る
。

］熙

今
後
の
取
組
み
の
考

え

は
。

憮
躙
鰈
骰
黎
贔
涸
躙

シ
ス
テ

ム
の
導
入
時
期
に
き
て
い

る
と
考
え

て
お
り
、
財
政

部
局
と
協
議
し
て
、
検
討

し
て
い
く
。

鑑

災
害
が
起
こ
る
前
の

平
時
か
ら
構
築
す
る
必
要

性
が
あ
る
と
思
う
が
。

漑
掏
塚

メ
リ
ッ
ト
が
か
な

り
あ
る
と
思

っ
て
お
り
、

先
進
地
事
例
等
を

調
査

し
、
嘉
麻
市

バ
ー
ジ

ョ
ン

の
構
築

に
向
け
、
一削
向
き

な
検
討
を
し
て
い
く
。

轟統
一

夕

ず

ォーター
クーラー

´
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熊 ヶ畑 産 廃 場 拡 張

を 求 め る 意 見 書 を

嘉
麻
市
議
会

は
、
熊

ヶ

畑
産
廃
場
拡
張
許
可
取
消

し
を
求

め
る
意
見
書
を
平

成

２７

年

９

月

に

引

き

続

き
、
平
成

２８
年

９
月
議
会

に
お

い
て
再
度

可
決

し
ま

し
た
。

ま
た
、
同

日
に
意

見
書

を
直
接
県
に
提
出
す

る
た

め

の

「
議
員
派
遣
承
認
要

求
」
が
可
決
さ
れ
た
た
め
、

平

成

２８
年

１０
月

１３

日
に

議
員

８
名

で
福
岡
県
庁
を

訪
問
し
、
意
見
書
を
提
出

し
ま
し
た
。
（
下
記
に
意
見

書
全
文
掲
載
）

福
岡
県
庁

で
は
、
宮
原

議
長
が
嘉
麻
市

の
環
境
と

住
民
生
活

の
安
全

の
た
め
、

議
会

の
総
意

で
拡
張
許
可

取
消

し
を
要
請
す

る
こ
と

を
伝
え
、
意
見
書
を
読

み

上
げ
た
後
、
担
当
職
員

に

県
知
事
あ

て
の
意
見
書
を

手
渡
し
ま
し
た
。

嘉
麻
市
議
会
と

い
た
し

ま
し
て
は
、
地
域
住
民

の

み
な
さ
ま

の
た
め
に
も
、

１
日
も
早

い
問
題
解
決
を

願

っ
て
お
り
ま
す
。

熊 ヶ畑 産 廃 場 拡 張 許 可 取 消 しを求 め る意 見 書

福 岡 県 は 、 (有 )エ コ ジ ャパ ン が 操 業 す る標 記 産 業 廃 棄 物 処 分 場 を 、 面 積 に して

約 6倍 (約 6万 ピ )埋 立 て 要 領 に して約 10倍 (約 140万 ピ )に す る同社 の拡 張 計

画 を 、 平 成 26年 7月 14日 、 許 可 決 定 しま した 。

省 み れ ば 同社 は 、平 成 2年 操 業 開 始 以 来 、「廃 棄 物 の 処 理 及 び 清 掃 に 関す る法 律 」

や 関係 省 令 に違 背 す る事 例 を幾 度 とな く発 生 させ て き た。

よ っ て 、地 域 住 民 は 、同処 分 場 が 所 在 す る熊 ヶ畑 地 域 が 緑 豊 か な森 林 に 囲 まれ た

田園 地 域 で あ り生 み 出す 水 は 、山 田川 に 注 ぎ 同産 業 廃 棄 物 処 分 場 直 近 の水 源 地 は 山

田地 区住 民 の 生 命 を さ さえ る水 源 とな つ て い る こ とか ら、 この 間 、拡 張 許 可 しな い

よ う福 岡 県 に求 め て き た もの で あ る。

と こ ろ が福 岡 県 は 、 地 域 住 民 の願 い を無 視 し許 可 決 定 した。

拡 張 許 可 決 定 後 も、 昨 年 27年 6月 BODの 基 準 値 超 過 に よ る福 岡 県 の厳 重 注 意

は (有 )エ コ ジ ャパ ンが 今 な お 法 や き ま りを逸 脱 した操 業 を行 つ て い る こ と と受 止

め ざ る を得 な い。

福 岡 県 は 、今 回 の 事 態 に対 して 昨 年 27年 12月 、 BODの 基 準 値 超 過 問題 は解 決

され た 通 知 を 出 した が 、 根 本 的 原 因 を 究 明 し抜 本 的 対 策 が 講 じ られ た とは 言 い 難

い 。

加 えて、本 28年 2月 、ガス抜 き管 か ら発 生 してい る 白煙 と思 しき ものが現地 で

確認 され てい るが、そ の原 因が何 か も究 明 され ていない。

このまま、同社 が操 業 を続 け熊 ヶ畑産廃 場拡 張埋 立て を認 め るこ とは、山 田地 区

の環 境 を脅 か し、住 民 生活 の安 全 が保 障 で きない事 態 が うまれ る こ とが憂 慮 され

る。

よって、当市議 会 は 山 田地 区の環1境 を守 り住 民生活 の安全 を守 るた め、福 岡県 が

熊 ヶ畑産廃 場拡 張許 可取 消す よ う再度 ここに求 め る もので あ る。
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平成 27年度

決
算
特
別
委
員
会

に
お

い
て
、
平
成

２７
年

度

の

一
般
会

計

ほ
か

５
会
計

の
決
算

審

査

を
行

い
ま
し
た
。

一
般
会
計
に
お

い
て
は
、
歳
入
総
額

２
６

１
億

１
９
１
３
万
円
、
歳
出
総
額

２
５
２
億

９

１
９
０
万
円
と

し
、
歳

入
歳

出
差

引
額

は
、
８
億

２
７
２
３
万
円
と
な

つ
て
お
り
ま

す
。市

の
財
政
状
況
と
し
て
は
、
市
税
な
ど

の

自
主
財
源
が

１８

・
５
％
、
地
方
交
付
税
や
国

県
支

出
金
な

ど

の
依
存
財
源

が

８‐

．
５
％

と
、
他
に
頼

っ
た
自
治
体
運
営
と
な

つ
て
い

ま
す
。

経
常
収
支

比
率

は
、

９２

・
４
％
と

１

・
０

ポ

イ

ン
ト
上
昇

し
財
政

の
柔
軟

性

が
若

干

向
上
し
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

審
査

の
結
果
、
６
会
計
と
も
に
認
定
さ
れ

ま

し

た

。

経常収支比率の推移

20年度 21年度 22年度 2年度 2年度 25年度 26年度 27年度

一 般 会 計 決 算 の 状 況

標1準 白,経 常収支比1率 (●5ん 80%)

議会費
215,44709°/0

災害復旧費
6462003%

土木費
1,555,70862%

商工費
280,3581 1°/。

農林水産業費
743,17029%

労働費
15,34901% 衛生費

2.513.800990/。

|=,議|:歳蕉:1入:11,薇 : ●:菫:嬢遍L癬熟織|==●

261億 1,913万 円 252億 9,190万 円 8億 2,723万 円

1腎零1鰯警肇尋霞 64億 9,823万 円 69億 4,704万 円 △ 4億 4,881万 円

6億  510万 円 5億 9,602万 円 908万 円

一付
●
一攀一』

住
■ 1億 1,423万 円 9,360万 円 2,063万 円

53億 3,253万 円 51億 4,651万 円 1億 8,602万 円

7,629万 円 7,629万 円 0

一業
〓
〓

一事
一註
一

織遊
一套
〓

一水
●
一

崚1難1崎14RI支t 7億 7,979万 円 6億 5,683万 円 1億 2,296万 円

1億 3,030万 円 2億 9,383万 円 △ 1億 6,353万 円

水 道 事 業 会 計 ので
　
¨

金

た

用

し

充

ま

上

し

繰

ん
入
・で

歳
補

度

で

年

ど

翌

む
■
金

は

資

額

保

足

留
不
定

の
勘

計

益

会

損

業

分

事

度

険

年

保

過

康

は

健

額

民

足

国

不

※
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